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行  政  視  察

総
務
常
任
委
員
会

伊
賀
市
役
所

●
移
住
・
定
住
の
た
め
の

　
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

　

人
口
減
少
に
よ
る
空
き
家
が
増

え
る
こ
と
は
、
仕
方
が
な
い
と
せ

ず
、
移
住
促
進
す
る
た
め
の
現
状

調
査
を
行
い
、
そ
の
分
析
を
生
か

し
た
専
門
家
（
建
築
士
事
務
所
協

会
・
司
法
書
士
会
・
不
動
産
鑑
定

士
協
会
・
宅
建
建
物
取
引
業
協

会
）
等
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ポ
ー
ト
の
支
援
体
制
を
関
係
組
織

と
連
携
し
確
立
し
て
い
る
。

①
空
家
等
対
策
推
進
包
括
連
携
協

定
②
移
住
・
定
住
の
推
進
に
向
け
た

包
括
連
携
協
定

③
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た
地
域

活
性
化
に
向
け
た
業
務
連
携
に

関
す
る
協
定
書

　

ま
た
、
「
空
き
家
バ
ン
ク
物
件

情
報
誌
」
を
毎
月
発
行
し
て
い
る
。

　

本
市
も
専
門
家
と
の
連
携
体
制

の
構
築
、
農
地
緩
和
処
置
が
で
き

れ
ば
、
移
住
定
住
保
進
等
に
向
け

て
大
き
な
力
と
な
る
。

八
尾
市
役
所

●
高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る

　
議
会
広
報
の
取
り
組
み

　

議
会
広
報
は
、
市
政
だ
よ
り
と

合
冊
で
発
行
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
９
月
か
ら
市
内
５
校

の
高
校
生
が
発
表
の
場
と
し
て
表

紙
を
担
当
し
て
い
る
。
特
集
記
事

も
掲
載
し
て
「
伝
え
る
誌
面
づ
く

り
か
ら
伝
わ
る
誌
面
づ
く
り
へ
」

を
目
指
し
て
い
る
。

　

内
容
も
市
民
の
生
活
に
身
近
な

記
事
を
中
心
と
し
、
言
葉
の
表
現

な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

質
問
や
報
告
等
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
閲
覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

視
察
日

　

８
月
21
日
～
22
日

視
察
先

　

①
三
重
県
伊
賀
市
役
所

　

②
大
阪
府
八
尾
市
役
所

参
加
者

　

依
光
美
代
子　

森
田
雄
介

　

小
松　

孝　
　

爲
近
初
男

　

山
﨑
龍
太
郎　

島
岡
信
彦

　

村
田
珠
美
（
広
報
委
員
会
議

会
部
会
長
）

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

視
察
日

　

８
月
６
日
～
７
日

視
察
先

　

①
島
根
県
益
田
市
役
所
健
康

増
進
課

　

②
島
根
県
益
田
市
の
益
田
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会

病
院

参
加
者

　

濱
田
百
合
子　

山
口　

学

　

村
田
珠
美　
　

舟
谷
千
幸

　

久
保
和
昭　
　

大
岸
眞
弓

　

山
本
芳
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

視
察
日

　

７
月
29
日
～
31
日

視
察
先

　

①
ク
ボ
タ
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

②
石
川
県
か
ほ
く
市
役
所

　
　

上
下
水
道
課

　

③
福
井
県
あ
わ
ら
市
役
所

　
　

観
光
振
興
課

　

④
福
井
県
あ
わ
ら
市

　
　

市
長
表
敬
訪
問

参
加
者

　

甲
藤
邦
廣　

山
崎
晃
子

　

萩
野
義
和　

笹
岡　

優

　

小
松
紀
夫

　※各委員会の視察内容は次の通りです
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教
育
厚
生
常
任
委
員
会

益
田
市
健
康
増
進
課

●
健
康
増
進
事
業
の
推
進
と

　
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み

　

「
健
康
ま
す
だ
21
計
画
」
を
10

年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
推

進
協
議
会
は
行
政
、
20
地
区
健
康

づ
く
り
の
会
、
医
師
会
、
小
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
28
団
体
で
構
成
。

　

４
つ
の
専
門
部
会
（
食
生
活
・

運
動
・
歯
科
・
心
の
健
康
）
を
10

年
間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、

振
り
返
り
評
価
し
て
活
動
に
つ
な

げ
て
い
る
。
特
定
健
診
受
診
率
も

年
々
上
昇
し
、
取
り
組
み
の
効
果

が
出
て
い
る
。

　

益
田
市
議
会
は
、
深
刻
な
医
師

不
足
で
救
急
医
療
体
制
が
危
機
的

状
況
に
な
り
、
平
成
20
年
に
地
域

医
療
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し

た
。
ま
た
、
平
成
23
年
６
月
に

「
益
田
市
地
域
医
療
推
進
条
例
」

を
制
定
。

　

医
師
確
保
の
た
め
、
医
師
へ
の

感
謝
を
伝
え
る
事
業
や
、
子
供
た

ち
と
医
学
生
、
看
護
学
生
と
の
ふ

れ
あ
い
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

益
田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会

病
院

●
地
域
医
療
・
介
護
の
連
携

　

昭
和
61
年
に
「
益
田
医
師
会
の

事
業
を
有
効
活
用
し
、
可
能
な
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継

続
す
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
を
構
築
す
る
」
と
の
理
念
の
も

と
で
開
設
。

　

地
域
医
療
介
護
連
携
統
括
部
の

下
に
、
地
域
連
携
室
、
医
療
介
護

相
談
室
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
３
部
門
を
設
置
し
、
情
報
の

一
元
化
を
図
り
、
受
診
、
入
退
院
、

入
所
な
ど
に
関
わ
る
相
談
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
行
っ
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

か
ほ
く
市
上
下
水
道
課

●
上
下
水
道
施
設
の
包
括
的
民
間

委
託
に
つ
い
て

　

経
営
す
る
上
下
水
道
事
業
は
、

水
道
事
業
３
地
区
、
公
共
下
水
道

地
区
２
カ
所
、
農
業
集
落
排
水
事

業
15
カ
所
。
普
及
率
は
共
に
99
％

に
達
し
て
い
る
。

　

上
下
水
道
事
業
は
平
成
22
年
か

ら
令
和
４
年
ま
で
、
３
期
に
分
け

て
包
括
的
民
間
委
託
の
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

1
期
目
の
実
績
、
反
省
点
を
踏

ま
え
て
２
期
目
、
３
期
目
と
移
行

し
て
い
る
。

　

外
部
委
託
の
目
的
は
全
国
自
治

体
職
員
の
減
と
、
財
政
上
の
問
題

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
に
、
留
意
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　

本
市
と
の
条
件
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
、
先
行
事
例
と
し
て
参
考

に
す
べ
き
点
は
多
く
あ
っ
た
。

あ
わ
ら
市
観
光
振
興
課

●
観
光
振
興
戦
略
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
の
北
陸
新
幹
線
敦

賀
延
伸
を
踏
ま
え
、
福
井
県
の
北

の
玄
関
口
と
し
て
策
定
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
市
長
に
よ
る

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
施
策
で
あ
る
。

市
内
１
２
９
の
集
落
全
て
を
１
班

４
～
５
人
体
制
で
Ｊ
Ａ
・
社
会
福

祉
協
議
会
と
と
も
に
訪
問
し
、
各

集
落
の
現
状
と
、
課
題
を
市
職
員

が
責
任
を
持
っ
て
聞
き
取
り
、
計

画
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

市
職
員
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
積

極
的
に
行
動
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

クボタ環境サービス㈱にて


